孫文、山田良政・純三郎関係史料補遺 by 今泉 潤太郎 et al.
孫文、山田良政・純三郎関係資料補遺
今泉溜太郎佃隆一郎藤森猛
標題の資料については、さきに f孫文、山田良政・純三郎関係資料について」 er愛知大学国際問題研究所紀要J 97号、 92年）
として発表した。
このなかの書簡類は95年 8 月マイクロフィルムにおさめ、すでに本学豊橋校舎図書館において閲覧に供している。
その後の整理作業の結果、今回は (1）書簡類では山田純三郎関係の残り全てを整理分類し目録とした。また山田順造関係のう
ちで山田順造氏自身がまとめたものを目録とした。（2）資料ファイル類では新たな確認分を追加し目録とした。また、 800点の
写真類は初歩的整理をおこない、写真裏に記されてあった説明文を書きおこした。
ここに補遺として発表するのは (1）と（2）である。なお（2）の資料ファイルF88 「山田純三郎年譜」をあわせて発表することと
した。
以上の整理において、 (1）は文学研究科院生佃睦一郎氏が中心となり、中国研究務院生武井義和、迎i育英、高橋茂雄、寧関連、
文学研究科院生林美茂の各氏、（2）は中菌研究科院生藤森猛氏がそれぞれ担当した。
(1) 書簡類
純三郎関係の書簡類は前回の追檎をおこなった。また、あらたに順造関係の書簡類を設けた。
目録の構成はさきの命題分類を踏鰻したが、単に形態別、年代別にまとめるにとどめたものもある。
前回の補遣であることを明確にするため、通し番号はNo. 601 より起こした。うち、 No. 674まではマイクロフィルムのリール
番号と不一致である点に留意されたい。この『補遺J 中、マイクロフィルム化されていない書簡は、通し番号をNo. 775から起
こしたことにも留意されたい。また願造関係は独立させ、 No. I より起こした。 3 
内容面では、純三郎関係では、犬養毅、上原勇作ら日本の政治家. 1巨人や、蒋介石、張群ら中国国民党要人のものが含まれ 4 
ること、順造関係では特定の友人や研究者との長期にわたる舎簡など、父や伯父の足跡を記録に遣すことへの執念が窺えるも
のが多い。なお、 順造関係のZ書簡類は未整理のものが多く、整理完了までには相当の時聞を要する。
山田純三郎関係書簡類
前回分 1 ～28にひきつづき、以下を追補する。
なお、前回分のNo. 1の点数を20、 No. 7の点数を25と訂正し、 No. 13と No. 14の標題にそれぞれA、 B を加え、No. 15にA を加え、
No.22～26の標題を C 、 D 、E，、 Ez、 F に改め、 No.27の標題にBを加える。 また、 No.24E1 と No.24E2の点数をそれぞれ17 と訂正する。
あらたに追加するものは次のとおり。（「 」っきの題は順造の命名）
29. 山回繁栄宛書簡、純三郎より (1928年頃） 8 点。
30. 純三郎関係替簡①「故友の瞥翰J (1934年～1937年） 21点。
31. 純三郎関係書簡② 「上原元帥、犬接木堂、犬塚信太郎諸先生瞥翰J (1920年頃）
32. 純三郎！関係書簡j③中国人より (1927年～1947年） 11点。
33. 純三郎関係書簡＠その他、追加A （多岐） 12点。
34 . 純三郎関係省怖⑤ 「山凹純三郎宛＊翰大正時代J 0917年～1920年） 1 1点。
35. 純三郎関係書簡＠「山凹純三郎宛＊翰 昭和時代J ( 1929年～1941年） 5 点。
36. 純三郎関係智樹⑦「山田純三郎の手紙J （戦後） 2 点。
37. 純三郎関係省簡③ 「張減泉、第11海浜同志外重要瞥類昭和21年以降J
(1946年～1948年） 8 点。
38. 純三郎関係書簡⑤純三郎逝去弔辞、台湾より (1960年） 16点。
39. 純三郎関係書簡⑩「山田純三郎関係資料J （多岐） 3点。
40. 純三郎関係書簡⑪「日露戦争従軍時 治政宛純三郎端書」 (1905. MF) 12点。
41. 純三郎関係書簡⑫その他、追加B (1935年～1959年） 26点。
42. 浩蔵～純三郎期ファイ Jレ 09. 20C) 32点。
＊印を付したものは日本文。
祢号601～608 ＊搬影済
番号609～629 ＊撮影済
4 点。 番号630～633 ＊ぬ影済
番号634～644 搬影済、コピー含む
番号制5～656 織影済
番号657～667 ＊撮影消、コピー含む
番号668～672 本保影済、コピー含む
番号673,674 ＊搬影済
番号775～782 ファイルB-65
番号783～798 ファイルD-34
番号799～801 * 
帯号802～813 * 
番号814～839 (84.0～850欠番）
番号851～882
山田順造関係書簡類
1. 書簡A 0954年～1960年） 7 点。
2. 書簡B (1979年） 19点。
3. 舎簡C (1981年～1986年） 8 点。
4. 「来信順造宛返事J (1988～ 1991年） 21点。
5. 「友人の手紙」 (1982年～1990年） 17点。
6. 「友人からの通信」（1982年～1989年） 19点。
7. 「昭和50年以降来信等J (1983. 例年） 13点。
8. 「山田良政資料」 (1986年） 1 点。
9. 「未整理資料」 (1988年） 3 点。
IO. 「来信綴J (1982年～1987年） 9 点。
11. 書簡D (1959年～1965年） 19点。
12. 舎簡E (1978年～1991年） 33点。
番号 1 ～ 7
番号 8 ～26
番号27～34
番号35～55 ファイルA-146
番号56～72 ファイルA-244
番号73～91 ファイルB-29
番号92～104 ファイルB-75
番号105 ファイルB-91
番号106～108 ファイルE-40
番号109～ 117 ファイルE-65
番号118～136
番号137～169
13. 書簡F (1978年～1990年） 17点。 番号170～ 186
14. はがき A (1958年～1965年） 21点。 番号187～207
15. はがき B (1978年～ 1990年） 42点。 番号208～249
16. 書簡控 0985年～1992年） 31点。 番号250～280 全点コピー
17. 台湾より、年賀状等 (1979年～1989年） 19点。番号281～299
山田純三郎書簡類・追補分
( 1 ）書簡類
通し リ｝ル 差 出 人 同X: 取番号 番号 人 日 付 内 n廿-- 
601 706 
(iii 』；｛？） 繁 1928?12目 12 ＊領事館で床次竹二郎と写真をとり、その後、般天仇や胡漢民、純三郎 蒋介石、劉紀文らを訪問
5 
602 705 
（青島・グランドホテル？ ） 繁栄 (1929) 4. 26 ＊呉鉄城や藤田総領事と会ったことや、孫文移霊祭に参加する こ純 との報告
603 '707 純三郎 ，匹 3. 3 本 語E口での広西派の動きや、 山東省での張宗畠の反革命軍結成状況といった、中国での内戦再開の気配を詳述
604 701 
(rfぬ・グラン ドホテル｝ （東京 ・本郷）
5. 2 ＊（封筒のみ）山田純三郎 山田繁栄
605 704 
（呉訟） 調号純 7. ＊上海生活の寂しさを述べている
606 702 純三郎 4シ お ＊東京へ帰れないことへのわひ・状
607 703 . . 30 ＊日本の対支政策失敗を批判し、新政策をたてる以外方法はないと考えている
608 708 4シ ? 繁栄？ ＊東京における新聞合同の件は、松井中将や小村公爵ら各省、 各方面の賛成、援助を得られた
609 709 
（怠謀本部） （飽田I区平I楽町）
後谷廉介 山田純三郎 1934. 8. 4 ＊春岱望号にての商会願い、菊池ら 4 名同席予定
（北11i. 北池子大街） ＊ 「i椅洲ニ於ケ 1レ日本農業移民ニ対スル機械的補助並ニ国防遂行上
610 716 大倉組 。 1934. 9.25 
北平出強所 必要ナル機管質調達ニ関スル私業」
611 721 
（京峨· 1'f~an （上海 ・ 秋且l戚附）
佐佐木四方志 4シ 1934.10.12 ＊挨拶文及ぴ 「日本及日本人j 掲載記事送付通知
612 714 
（東京 ・ 経総社） （ φ ） 
平山 関 ’, 1935. 2.20 ＊昔B慕締からの返警が届いた （写し在中） こと等の報告
613 710 
（東京・経翁社） (.J：梅. !,I;忠成路）
1935.10.28 
* 1911年の武昌革命時の f日本及日本人J 付録の原文（中国語訳に
平山関 山田純三郎 おける削除分）原稿送付額い
614 712 
（。） （。） 過去の日中関係（国交阻害）を遺憾としている今 。 1. 17 
615 720 
(JI.(点・畳島｜頁日 1'1) （ φ ） 
1935. 7. 1 ＊「時局打倒J のための商談瀕い、各人の近況岡野猪吉 。
616 711 
OU京・芝区新僑） （砂）
1935. 1. 9 
＊詞盟会成立、国旗選定、ソ述共産党？、ラッセル博士との関係
萱野長知 今 についての質問の回答
617 718 
Oli.J;i ・渋谷区下（ f目J) （。｝
1936. 2. 28 事純三郎が東亜河文会の求めに応じて手記を送ったことへの礼状津田香誉子 ’, 
618 725 白岩簡平 （今） 1936. 6. 9 ＊近況報告
’, 
619 717 
（京五〈・芝区Ill 目J) （上海 ·in有晩報社）
1936. 8. 27 ＊胡漢民死去以来、中国の西市政府は混沌犬塚輝 ’, 
620 713 
（東京・小石川I>( 仔羽） (.I：海. l:i毎程誌社）
1936. 9. 22 ＊雑誌 f上海j 送付礼状及び近況報告菊池謙二郎 今
621 724 
（五f峨・奇策町） ( I：海・欽.＼！t成路）
1936. 8. 30 ＊日本人 2 名が南京政府の者によって殺害された佐キ木四方志 今
622 728 
OUJ;i ·牛込山谷） （ φ ） 
1936. IL 3 ＊上海で世話になったことへの礼状浅田良逸 4シ
623 726 
（東京・世間谷区 .li.JII) （ φ ） 1937目 1.20 ＊長男の同文書渓受験に際しての挨拶佐藤情 , 
624 723 「世話人J （サイン付） ｛上海・秋思威路） 1937. . 2 ＊「山田老還暦賀会」出席依頼山田純三郎
625 729 
（東京 ・杉並区割HJJ ) ｛ る ）
1937. 2.27 
キ孫、賞、隙其美らは既に亡く、李烈鈎、居正、陳信らが残って
斎藤恒 ., いるのみで寂しくなった
626 715 河原行海 （今） 1937. 8. 4 本日中関係悪化を悲観し、中国側の抗日姿勢を非難する一方で、今 日本側の責任と対処の重要さを主張
627 722 
（上t悼 . }k且l威路） （ φ ） 
1947? 8.12 東京との郵便逮絡の際の注意事項前蒋公館 今
628 727 魯院一友 （ φ ） 1.30 ＊見舞状, 
629 719 石射猪太郎 （ φ ） 6.26 本附物送付通知φ 
( . 5. 31 ＊①現況では 2個師団の希望笑現難
630 730 犬塚信太郎 ., ( . 6.19 ＊①舷天仇よりの来電内容（日中毅普のために政治組織確立が必要）
( 19?. 12.6 ＊①悶物礼状
631 731 4シ 上原大将 9. 2 ＊中国南方派に長年協力してきた純三郎を紹介したい（山田純三自IIが同信を持参）
632 733 
CllJit. r山谷M'Jil'I) ｛東京 ， JI.[中野）
1920? 2.23 ＊挨拶及び大塚の手紙の送付通知上原勇作 山田純三郎
633 732 
(Jl;(j( . l!Y谷南町） ｛東京・’lニ込横寺町）
1. 21 ＊孫文の手紙を読んだことや、日中関係への「遺恨jの意など犬婆段 今
634 740 目午 鍛智 （虫日コ ・館司直if師鈴） 1927? 2.24 東京の党支部の馬彬らの手紙（士官学校生徒の一部受験できず）に。 ついて、純三郎に助力を求めている
日5 738 呉忠信 （海寧路・江耐晩報｝ 1927? 6.18 張減泉の上海郵着罰時間合わせ山田
636 741 唐総司令 （上海・海雪解鴎｝ 1927?10.ll 挨拶及び近況報告4砂
日7 739 張 群 ｛上海・欽忠誠路｝ 1929. 5.14 自動停事j中の江蕩晩報は純三郎とは無関係であることは明らかと山田純三郎 している
638 734 梁鴻志 ｛漢口・撲中街｝ 1939. 5. 8 礼状及び今後の指噂を請うている,. 
639 744 黄朝琴 山田 1940~ 41 蒋緯国名刺在中
640 743 
中央党史史料 山田純三郎 1倒6. 9.10 孫文関係史料貸与願編纂委員会
641 742 
（北岡川崎｝
1947. 6. 7 
面会願い、各人消怠、中央党史会所長紹介
i馬自由
,. 
メモ（貧花筒鱒起生残りについて） 1 枚付
｛ φ ） ①辛亥革命展覧会展示品貸与願
642 736 ,. 1947.10. 2 ②上海市教育局訓令 at3 点争 ③名刺 2遜｛隊博明、辛亥革命同志会｝
張？
u二海・虹口文路｝
643 737 山口純三郎 .26 本庄が上海にj!J着したことの確認
644 7お 伍澄字 （純三郎） 1928? 山東出兵の日中両国への影響は非常に大きし問題解決の方策は両国人民による
645 747 純三郎 両親 1900. 9. 7 本山田良政の福建・台湾への旅行についての考えや、自分が南方への旅行を濁函の反対で患い止めたこと等を報告
9 
10 
646 749 1920. 12. 9 ＊「命名、 j順造J へその緒付き
647 755 郡崎忠次郎 1925. 3. 「敬事孫中山先生仙遊」
648 751 
(:It京‘ lll交民巷） (Jニ海・虹口・海能略）
1926. 7. 17 
＊国民党有力者を紹介してくれたことへの礼状、 言午崇智 ・ 5長継 ・
本庄繁 山田純三郎 居正・謝持 ・ 郷魯らについて
649 752 
（東京 ・ ，JJHP.区背山） （上海・秋思威路）
1937. 3. 1 
＊日中間の問題の根本原因は相互の侮蔑感にあるとし、孫文未亡
吉田相次郎 " 人（宋厳飴）の発言に憤りを示している
650 754 隊 群 山田 1940. 9. 5 *1000元送付通知
651 746 
（小回以前｝ 010；（·亜細j]E復興会）
1955. 4.30 
ヰアジア復興には中国大随の共産勢力を駆逐すべきだが、情勢は
楠本実隆 山凶純三！＇！JI E富む通りには進んでいない
652 748 
Oil五（ .杉Jllc区問向井戸）
1955. 9.22 申 「干I］本」在中。
653 756 劉紀文 （上梅 田 iiftllぬ側） 12.20 ＊蒋介石よりの1000元送付の通知山田
654 750 純三郎 ＊「父の遺墨」、見舞礼や近況報告
655 753 金子克己 佐々木 ・ 山田 ＊伝記編さんに｜測する状況、材料
656 745 ＊「山田正純之池宮」
伍7 765 
｛東京・渋谷町） （上海・法界・環飽筋）
1917. 2. 5 
ホ第一次大職の米国参臓や、日本が中国と協力して東洋のドイツ
（一戸）兵衛 山図純三郎 勢力を一掃することの必要性
日8 766 芳川寛治 ~ 1917. aぉ ＊兵器、軍需品引波し代金整理委任状
659 758 
｛長野・上諏訪｝ ｛東京・成中野）
1919. 12. 6 ホ純三郎の所へ行ったがあいにく不在だったことの通知宮崎虎歳 . 
6伺 761 （東京・芝区｝
｛ φ ｝ 
1919.12.12 
＊富島大入が面識のない蒋介石と面会を望んでいることに対し、
犬塚信太郎 . 純三郊に仲介を頼んでいる
｛東京・下高岡村）
（ φ ｝ ＊芳Illや塚原と会えたことや、山田を訪問したこと（→No. 660) 661 7伺 山田純三郎・ 1919.12.31 宮崎虎蔵 菊池良一 及び近況報告
662 符7
（ φ ） (@) 
1920. 3. 3 
ホ菊池は普選派の急先鋒なので、選挙は大丈夫だろう、先日のお. 山田純三郎 願いの催促
663 7日 犬塚健太郎？ . 5. 却 ホ際｛名不明）の死去への追憶文
6制 762 ｛神戸市｝ 犬塚 11.15 本蒋介石のことで格談したいので神戸から帰京するようにとの要薩摩屋 議及び病気見舞
伍5 764 （蒋）介石 奥様 12. 3 ＊犬塚の携気への見舞文
“制B 767 （一戸）兵衛 山田 12.11 ホ挨拶文、一戸は軍人か？
（東京・高岡村） ｛東京・束中野｝師7 759 山田純三郎・ 12.20 ＊急にお願いしたいことがあるのでお会いしたい宮崎虎蔵 菊池良一 I 
12 
668 770 1929. 5. ＊「老上海会J 会員名簿
669 768 
（東京渋谷区） （上海・欽且1威路）
1935.12.30 
＊隙英美や唐有壬、才常の死への悼みや、近衛の近況報告、宗方
白岩飽平 山岡純三郎 小太郎の漢詩を同封
670 769 
（青森・ 1有ilt•嵯官官） （。） 1936. 2.2 ＊礼状、近況報告、計 2 点字野海イ乍 。 lまか
671 771 
OIOf（・滋ill会館） （ φ ） 
1936. 2. 22 ＊「対支先覚者伝記編纂会J 資料収集への協力に対する礼状岡野相次郎 今
672 772 
（愛緩 ・喜多i出） ｛」二泌・日本館学校）
1941. 9.25 
＊辛亥革命に協力した 日本人への追悼、感謝式を行う百十闘を任政
林清勝 山田純三郎 府が持っていることに対し感謝を表している
673 774 
（束J；（・ 斜！日区！則匝fl （東京・大III区） ①・54. 1. 30 ＊①「問奥会J 時代のことを伺うべく会見したいとの願い状
山田純三郎 末永節 ①・54. 12. 9 ＊②ー政変”で会見を来春まで延期してほしいとのわび状
674 773 
（京都・山科区） （耳（ j；（ ， 線.（日区｜湖町）
1989. 12. 5 
＊「孫文と横浜展J 本送付礼状及び”伯母”の思い出 （順造分類マ
桑山美津子 山国順造 マ）
①王光淡 ①山田 ① 3.12 ①良政と純三郎の功績により、日本人屠旬区内での純三郎の自由を保証
775 ②保待rn:1 ⑤ φ ② 4.21 ②純三郎の家を保護
① ＠（ φ ） ①・46. 5.11 ①家屋の純三郎貸切通知
776 張 継 ｛上海‘秋且1威路） 1946. 7. 6 孫文関係の資史料、党史会への貸与願山田純三郎
｛中央立伝書官対日
777 文化仁作~民会） ゐ 1946.10. 7 写真送付願
羅克典
中国国民党中央
778 党史史料編纂委員 山田 1947. 2. 7 「革命史蹟展覧会J 開催に際しての史料貸借願
i』:; 
779 軍 動 ｛上海・涯陪路｝ 1948.10.14 孫文の夢であったアジア復興事業の継承を替っている, 
780 諸綾鋳 山田純三郎 3. 12 手紙礼状及び純三郎の文の『中日 l可盟j への掲載を祈念
781 
(I帽京） 山田 6.16 純三郎婦京の確認及ぴ岡村（寧次？）の病状を尋ねている何億実
(.I二海・探陽路
782 〈！日鉄恩威路〉｝ ＊「新中国報社J 封筒のみ
山田純三郎
7田 ｛中央u託同東京弁事処） （東京・線馬区間an 19印. 2.20 純三郎死去への弔文線恵夫 山田 ，忠
784 
（台北） （ φ ） 19印. 2.20 ＊。何応欽 山田純三郎遺族
785 
（台椅・ Jtl投中興新村） （東京・杉並区西高井戸｝ 19印. 2.20 純三郎との思い出梅鵠南 .。
786 
｛台北・陣愛路） （東京・練馬区間an
(1960) 2.20 ＊。張 磨 山図版造
787 iた如茨 （今） (lg印） 2.20 今. 
788 
｛回民党中央第三割I)
1960. 2.21 ’, 純三郎と国民党・政府との友好関係鄭彦薬
789 
｛台北） （東京・練馬区関町） 19凪 2.22谷正網 山田純三郎遺族 。
13 
14 
790 大阪中華民国総領事 OlUX ·杉並区筒R吉井戸） 1960. 2. 22 ＊純三郎死去への弔文山田忠
791 
（台北・中山北節） （。） (19印1) 2. 22 純三郎死去への弔文、中国主事命や中日友好への貢献の賛辞劉兼吾 山田純三郎の家族
792 
（中央信託局東京弁事処） （東京・事u馬区l則町）
1960. 2. 23 周天健 ・ 周天朔 山田
,. 
793 局Z 承志 （東京・杉並区商高井戸） 1960. 2. 23山田忠 φ 
794 ジンニョドウ
（。）
1960. 2. お山田純三郎遺族
,. 
795 中国国民党横浜支部 （ φ ） 1960. 2.23 山田忠 ＊。
796 
（台北 ・水織i障子口） （東京 ・斜l馬区l湖町）
Mt 国亭 山田Jijfl進
,. 
797 
（台北）
中央委員会（張群ら）
,. 
798 ＊弔電、花環、弔文差出人のリ スト
799 宗方小太郎 ＊「送j街敬一之伊~之諾J
800 
（上海三JI: i宇行｝ 01o;c ・京情区万切i総社）
1912. 1.26 ＊新政府と三井物産との借款問題の緩行山田純三郎 古嶋一雄
801 
（福岡市南区） （東京・杉並区）
7.26 ＊玄i羊社での孫文資料収集の情況報告進藤一馬 阿部弘
802 
（鉄鋼） （陸奥（！］弘前市蔵主町）
1905. 10. 27 
＊一昨日鉄績に来て、明後日奉天に帰り、新民屯に出張する予定
山田純三郎 山田浩蔵 とのこと （軍事郵便）
803 
（奉天｝ （ φ ｝ 
1905. 1. 3 
寧七日大巡経由で安東県に出張することや、奉天の寒さについて
。 。 記した天長節祝い状 （軍事郵便）
804 
（関東州民政署） （今）
1905. 1. 10 
＊七日 lこ奉天を出て大速に着き、明日船で安東に行く、十二日付
’, 
今 書簡を受け取ったことや、大述の様子等 （軍事郵便）
（綿凶・ nn』匝hfi) （ φ ） 
1905.11.13 ＊韓国関量生i甫に上陸の記念として、両親にあてたはがき805 ~ . 
806 
（朝鮮凶· Ill!縦間） （ φ ） 
1905. 11.14 ＊大連湾より安東県に出張した時の第一大湖丸船中の光康
’, 
。
807 
(j世田，安梨県） （ φ ） 
1905.11.15 ＊昨日午後lこ紛にて安東に着いた、日本高人の総子について今 ,, 
808 
（健同・大［u1江町） （ φ ） 1905 (?) 牢平療に行く途中、大河江を渡る時に、花が満開であった
., ., 11.19 （軍事郵便）
809 
1905 (?) ＊六日、新民屯に行き一昨日帰営、十六日金州に行ってから旅JIii{
12. 12 間域記念の正月を宇野海作と迎える考え （軍事郵便）
（問点州民政官） （青森県・弘前，Iii/LI：町） ＊明朝旅順から金州に帰り、二十日頃乗船、昨夜は一戸将軍と飲
810 陸軍通訳 山田i告議 間06. I. 4 み語り合った山田純三郎
811 
（金州） （陸奥凶・弘1iiJ11i~主町｝
1906. 1. 9 本金州域を離れ大連へ行くので、調査委員と別れる事になった山田純三郎 イシ
15 
16 
812 
（抑樹抱） （鐙奥国・弘前市産主町）
1906. 1.16 
＊明後十八日に神戸に向けて出帆することになった、今朝金州で
山田通訳 山田浩蔵 司令部に加わり閣下と行軍した
813 
｛神戸市山本通） い〕
1906.1(?). 22 ＊今朝、讃岐丸にて上陸、明後日頃司令部とともに金沢へ凱旋す山田純三郎 今 るつもり
814 
｛弘前市 ・ 緩奴町） （中国・上海・~忠誠路）
1935. 9.23 
＊病気（中風）治療に際し純三郎からの送金に感謝するとともに、
佐藤要一 山田純三郎 慎一郎からも治療~を受けたことや、選挙戦の様相について
815 
（上海｝ 水谷長三郎 9. 9 ＊百十三点山田純三郎 （内容は一点目に記、 E整理用封筒付）
816 馬 (i年前路. iJ:rli晩斡mo ＊ （封筒の表をコピー）山図
817 中央党史史料 1946. 9. ＊「中山先生ニ関スル紀念物中央党部ニ提出」借用目録編纂委員会
818 
（熊本県 ・ 菊池l出） （｝』L京・杉占P. IX:l
7.25 
＊長尾治、ら手紙が来たこと及び自らの近況の報告、純三郎f稲田直
信岡徳 山田純三郎 後のころか ？
819 1950. 元旦 ＊「i背藤 111も七 ;g-珍蔵 孫中山先生逃墨J （下容きか、「上海日本語専門学校J 使袋使用）
820 
01:0l（・杉並区） （船lfflili · 宮本町）
1953. 8.12 ＊近況報告と JqJt遊病気への見舞い及び喜代からの手紙の 2通山田純三l'lll 山田/ij買迭
82] 
（的問・ /Jll i'.lt /1$ ) （東京・練馬区）
1957. 2.16 本静養先における近況報告。 . 
822 
( (JI哀れ・瀬溢来） t 汁
1957. 2.20 
＊資料は全て国民党に寄付した、中山会帳簿にある日本共産党貝
今 今 に対する批判、自身の中共行き静退の経総
剣．
8幻 （伊豆片瀕温泉） 仲 箆山田純三郎 19日． ＊孫文の f真j と f偽j に関する判断の良さをうったえている
824 1954. 7.22 ホ純三郎ほか26名出席、観光園にで開催
8お 東亜同友会｛主催） 1954.11.15 ＊「緒方竹虎沃慰労懇談会出席者芳名j 銀座新雅にて開催、裏面にメモ書込アリ
826 
（東京・中央区） ｛修並区・箆高井戸｝
読売新聞社資料部 山鹿純三郎 1954.11.19 ＊写真借用礼状
泣I ｛鍋岡 ·i?-羽llll) （東京・鱒属医関町｝中村泰口（切取） . 1957. 1. 1 ＊年賀状
828 
｛東京・訴街区） ｛ φ ｝ 
木村篤太郎 4’ 1957. 1. 1 ＊年賀状
829 岩井伊口（切取） （ φ ） 1957. 1. 1 ＊年賀状. 
830 
（償訴・中区） ｛・）
堤芳雄 4砂 1957. 1. 3 ＊年賀状
回l （世間谷/id消印｝ ｛練馬区間町｝横田山口（切取） 4歩 1957. 1. 3 ＊年賀状
832 
（東京・移並区｝ ｛ φ ｝ 
菊池豊吉 4砂 1959. l. 1 ホ年賀状
回3 ｛東京・千代町区）
（ φ ） ＊（封筒のみ｝亜細豆友之会 . 1959. 7. 6 
17 
18 
834 
（中問問民党llJ!l点j(i属支部） （東JJ( . 杉並区）
1959. 1. 6 ＊孫中山の誕生記念会への招待状張属生 山田純三郎
835 
（中恭氏図駐日大f!l!D官） （線路区 ・！湖町）
1959.12.21 ＊手紙とりんごをもらった事への礼状宋 i也伺 ゐ
836 楊 虎 . 「玉昆金交」と替かれた紙一枚のみ在中
837 
＊見舞い状への礼状及び近況報告。上海での純三郎の評判にもふ
れている （後半欠）
838 ＊伝言四点（「叔父J、悦子、民子、！頓造、伊都子の名）
839 ホ 「民国元年冬於上海六三亭J＊「民国十六年冬十二月 於上海月遁家花国」 （写』'i人物説明図）
851 （山田良政） ＊念の入用についての手紙（断片）
① ①父、 親
852 ①浩蔵 ①四郎 ＊ （封筒のみ）①は純三郎の北海道室蘭炭鉱会社時代のもの
①四郎 ①純三自II
853 申浩蔵（純三郎の父）の竜）.：
854 
(Wt県・鯵ケi){) 孫 ＊佐藤の出発に対する耳j!_解や、家の留守について念を押している
855 
①（東京） ①清彦・純三自II· 凶郎 ( 1885.5.31 ＊①祖母上京の際迎えに行く通知①（東京・神山） i告蔵 ①（肯＃·弘，r~i 山田清彦 ＊①祖母を東京見物に巡れて行った報告
①（青森・弘前）菊池九郎 ①（東京・芝区）菊池良ー ( 18?. 5. 5 事①弘前での祭り等について
856 ② ② ② 事②純三郎・菊池良ーらの支払金リスト
③九郎 ③良一 ③ 5. 4 牢③金の分配や計画事業の進展及び十郎の子が来たこと等
857 
（青森・菊池方） （背~·弘前）
1887. 12. 7 ＊青森に到着した通知山田消彦 山田純三郎
858 
（静岡・沼津） （東京・牛込区）
8.20 
＊純三郎の中国への出発に際し、道中の無事を祈るとともにピロ
菊池九郎 . ードの生地を買って帰るよう依頒
859 東海（勇蔵） 山田 2.12 ＊余寒見舞及び近況報告（東海Ii純三郎の東奥義製時代の友人）
860 1904.12.11 日露聡争での旅順包囲寧の線子
861 戦争の根子を記した漢詩文 3 鰐
①（東京・神凶） 7育郎 ①四郎 ① 10. 5 本①看板の書き方について
862 ① ② (’ 27. 2.14 本②清彦との面談 （いずれも写し）
①西松二郎 ①山田浩蔵 ③ 寧③紹介状
8日 ＊小泉将軍の歌
864 ＊＇シ
865 
（東京・新婚）
6. 5 
＊故郷の父の相手をしてくれたことへの礼状（菊池の勤務先は日
菊池良一 本物流会社）
866 
（駐i;HI 本公使館附武官） 李烈鈎 10.15 ＊東京に設立された掻武学校（本庄は振武義会評議員）留学案内と本庄繁 各寧宮写真の送付額い
19 
初867 （純三郎） 蒋介石 1948. 12. 5 * 1事介石への儀礼的わび状及び、別れの挨拶（下番き） 、 封筒に「上海引揚前夜j とあり
868 4訟 ＊筆中哲f森県人会の代表に対する訓示要項 （下書き）
869 
（脊.＃. 弘前市） （東京 ・ 杉並，区西高Jt-戸）
4. 8 純三llll帰郷の際の、社交クラブでの講演 ・ 座談の｛lt頼工藤十三雄 山図純三郎
870 
｛客様次長｝
1922. 11. 8 牢病気見舞金受取願（菊池は参謀本書II代表、 在広東駐在武官）菊池tli之助 φ 
871 ＊「話題孫文を中心と した臼中関係 使筆 3枚j
872 伴佳雄 純三郎 12. l キ上海滞在中、純三郎の公私万般に亘る厚備に対しての感謝（半紙）
873 長谷川寿夫 山田純三llfl 12. I 牢後拶文及び今月中に出獄出来る
874 縮図良三 。 12. l ＊純三l'!II－家帰国に対する感慨無量の心情及び入法中、純三郎の好意に感謝
875 
｛眠4日隊以内） ① l Lお 牢①純三郎帰国に際し、 今の自分の心演を述べている
後谷廉介 今 ① 牢①差し入れへの礼状‘又東京の留守宅へ行ってほしいとのこと12. l 
876 4シ 申恰似出j明主Ji楽II寺 格海戯捕と記された絵 （封筒所在不明）
877 12. I 宇梅花と絞が拙かれている（文章もあり）
878 1948. 1. 30 *r援護費明細密封書J
879 *r就任慶祝式典参列J 使隻 3枚蒋介石に関する項目が 7 つ記されている
880 
＊東北地方出身者は精神的にも強〈、海外発展のため強くならね
ばならぬこと、東北出身の兵隊は強い
881 
＊第三革命の時、青木宣純中将は上海にて後継者をきがし、磯谷
康介中将をそれとした、彼は有名な中日連盟論者である
882 ＊東京で孫文を盗み見し、後に南京同文書院に入学、そして上海で正式に孫文に面会した
（＊印は店本文｝
山田順造関係書簡類
過し 差 出 人 受番号 取 人 日 付 内 容
1 
（東京・千代川（.＞（） ｛東京・ 4普~（，（ plj高井戸｝
東京都建築局 山田順造 1954. 1. 幻 住宅建設資金貸付に関する契約書
2 
（東京・中野以｝ 山田 1954. 芹田工務店 8. 9. 11 月 鍍収容 3点
3 
（神奈川・退f-jfi) ｛東京・練馬区関町｝ 1955. 5.13 
林俊夫 t・曹守、 書簡返事、純三郎の病気にもふれる山医純造 消l:P
21 
22 
（神祭川・逗子，Ii) （東京・新＊車交易KK)
1956. 10. 6 「中華新聞」相践願4 林俊夫 山田順造
①新東亜交易KK ( 1954. ①不動産売買契約証書①三菱商事KK ( 1956.6, 1 ①沼詩t寮伶周について5 ①新東亜交易KK ② φ 大阪支店
@1957.7. 8 ①金銭消費貸借契約公正iiE~ （正本）
新東亜交易KK （総務部｝ 19印. 8. 9 取引先の人と順造との関係問合せ6 楠岡支店 山田lllfi迭
隙恵夫 （台t司 ・ 瓜功湖旅社｝ 11. 21 商会依頼7 φ 
｛愛知 ·QJII市｝ （東京 ·lll! .＼馬区間町｝
1979. 4.27 前年の高雄会忘年会写真（在中）送付8 織千春 4シ
｛東京・ 練馬区｝ （。｝
1979. 6. I 1 結婚通知9 有岡俊介・純子 φ 
(JU耳｛ ・ 世凶特区｝ （ φ ） 
1979. 7. 17
！服巡のおかげで北村への見舞や横須賀の歓迎会ができたとする礼
10 門田耕成 ,; 状
OIOK ・新東車交MKK) （ゅ） 1979. 8.30 上海会！描催の案内lJ 結披四郎 4シ 消印
(-,) (.) 1979. 9. 6 上海会会員名簿作成のためのカンパ額12 。 4シ 消印
新東亜交易KI{ （争） 1979. 10φ ？ 結城四郎退椛自己念品のカンパ願13 4シ
(@) 1979. 8.31 「好的会J nu他通知（赤坂局消印）14 , 消印
15 
｛長崎市｝ ｛東京・鱒島区間III) 1979. 10. 4 同窓会出席通知潤元章 山田順造 消印
16 
（・｝ （ φ ｝ 1979.10.19 永田、上京のお知らせ4砂 ~ 消印
17 
｛北九州市） （ φ ） 1979.10.16 依頼断り状i電東忠司 ~ 消印
18 （財）霞山会
（ φ ｝ 1979.10.18 午餐講演会案内
’, 消印
01();( • llflU市） （ φ ） 1979.10.24 
19 旭健康医療償器 事務所移転ならびに謝恩奉仕価絡の案内
販売KK . 消印
20 
（大Ill• 浪進区） ｛ φ ） 1979. 1. 2 息子の結婚の際世話になったことへの礼状. 消印 （差出人名ザイン原文中居語）
21 
（鎗倉市｝ ( +) 1979. 1. 8 高雄会パーティー出席及び諸費拠出依頼原知広 . 消印
22 
（新樹・新興貿易KK) （ φ ） 
1979. 1. 9 台湾宛違絡文（篠沢績の依頼）原稿送付熊谷宏遜 . 
（班点・中央区） （ φ ） 
23 外政研究会 1979. 12. 7 合同懇談会並ぴに総会の案内
東京政経研究会 φ 
24 
（見o;c ・文京区） (.) (1978~ 79) クレジットカード送付日本信販KK , 
25 小Ill－郎 山田 8.23 順造の手紙（転職や新居建築を記）への返事
23 
剖26 
（東京 ・杉並区） 山田 12.29 順造の病気を，心配伊都子
27 
｛中悲民国・台北rlil OIOli · 練馬区間町）
1981. 12.17 順造らの台湾訪問、「態夫兄J の松茸送付に対する礼状蒋終回 山田／Iii造
28 
Cliff;{ ・世田谷区代田） い I
1982. 12. IO 品物（歳暮か）送付礼状賀屋正雄 4 
29 
（長崎市｝ い】 1984. 3.27 出版物案内長崎文献社 dシ 消印
30 
｛耐震山会・東亜学院 （ 。）
1984. 4. 3 研究会案内状東jlJi:文化研究所 。
31 
010;( ·千代mi互丸ノ内） （命 ｝
1984. 4.10 夜必見物の案内状反岡商事株式会社 4 
32 
(JIU；（ . 杉AA I互） （争）
1985. 12. 28 沼友長崎県人会の写真（二枚）送付藤野格 今
33 
(lit：』j（ . 台』It区｝ （令） 1986. 1.1 行事案内と f法光j 正月号金生庵 ., 消印
34 
t 什 t 今】 1986. 3.10 行事案内と f法光j 春号今 f診 消印
35 
｛熊本県 ・ 剖j池郡） (.) 
1988. 12.9 
近況報告、日中関係の歴史や孫文 ・ 蒋介石の事蹴を伝えることの
蔵居良造 . 必3毒性を訴える
(Jl!J;（・港区新m> （ φ ） 
36 梁激漠先生追悼会 1988 「梁激i冥先生追悼小柴」案内
事務局
. 
37 池田安正 山田順造 1鋭到9. 4 旅行記を書き上げたことを報告
38 山田順造 土門義男 1989. 6.22 近況報告
39 . 保野仁一 1989. 6.22 伝記の仕事の現況を報告
40 
（背轟・弘前市｝ ｛尊心，；（•練馬区側目lfl昔｝
1989. 7.11 中元送付に対する礼状相沢文蔵 山田順造
41 1989. 8 残暑見舞、一年間の近況報告
42 中下正治 阿部弘 1989. 8.14 四00年時の中国情勢の図表同封、東奥義塾の山田良政に対する影響について
43 山田順造 藤井昇三 19曲. 9.12 藤井健一長男、厳島健について述べる
44 . S鹿島健 1989. 9.12 藤井昇三に対する感謝
45 村岡正之 山田順遺 1989. 9.30 宮沼にq焚してもらった観音図を謹呈とある
46 
｛東京. HJ.品区｝ ｛練馬区l路町｝ 1989.11.20 （封筒のみ）石井栄子 。 消印
47 
｛繍軍神性i£覚志士資稗Ill阪会｝ ｛餓馬区間町梅｝ 1却0(?)5.17 . 村上武 . 
25 
26 
48 
( 1$j玉・川口市） （東京 ・ 餅1馬区｜畑町市） 1991. 1. 14 長文の返答に対する礼状林俊夫 山田／I民進 消印
49 
｛東京 ・江戸川区） （ φ ） 1991. 2. 6 会食招待に対する礼状高絹博文 4シ 消印
50 山田J!fi造 片倉芳和 1991. 2.15 資料送付礼状
51 相沢文蔵 山岡順造 3. 9 資料収集に関する助言
52 <- ~ 3.22 陸潟南四女ともえについて
53 。 , 7.20 山図書家の歴史編纂に対する助言
54 。 4シ 8目 JO , 
55 阿部 阿部がl順造に転送した省：翰、山田純三自~の明治33年時の中国民衆観に対する疑問
56 
( I市li ・ Jll mJn ｛純J目区｜則町）
1982. 5 （封筒のみ）林俊夫 山田／I民進
57 1984. 8 小論文「蒸し返された教科書検定無邪気な自己批判」
58 
()l(Jj,; . 港区） （糾!.l！.＼区｜則 匝Tft.j )
1988. 9.16 （封筒のみ）石川義吉 山田順造
59 1988. 10 靖霊神社秋季大祭案内
｛長崎市） 010；〔・鋭.lll 区｜湖町iti)
60 永田万寿良 山田順造 1989. 3. 1 （封筒のみ）『寿仁会』
61 若松茂夫 ,, 1989. 12. 18 自己紹介
62 
（東京・港区） （練馬区間町市）
1990. 7. 19 孫文・三民主義を見直すことの必要性について石川義吉 ，，・
63 杉山経男 1990. 7. 23 「御会葬御礼杉山家J
臼 原恭三 山田l唄造 2. 19 17 日の合同同窓会の僕様を伝える
65 岡 ク 2.24 夫人への見舞い
66 ク ク 3.24 前年4月、中央工作会議席上に於ける陳雲の談話について述べる
67 
｛奈良市） （糾1品l互関町市）
4.29 
順造からの質問への返書、東洋文雌近代中国研究室本庄比依子を
波多野善大 今 紹介
68 岡田直子 今 8. 6 太田守之助の著作中の山田純三郎関連の部分をコピーして同封、とある
69 西本克三 イシ 10.17 順迭の手紙へのお礼と意見及び「中国研究所j 設立趣意書
'l: 
祖70 岸信和 山田順造 10.23 旅行中、世話になったことに対する礼状
71 
速の実会会報
「蓮の実会前後一升上字磨」
72 「北国の旅一十期大谷弥十郎j
73 
Oil:京・多摩市） （東京 練馬l互l山町）
1982.10.24 金生庵東方斎忌不参加通知阿久津房治 山回目IJ'i造
74 山田Jnlt造 。日舘卓哉 1985. 11. 28 入院中の門国務成への見舞願い （控？）
75 
（ユi三都宮市） （練馬区間lif)
1986. 1.15 集中見舞、近況報告岩悦j欣一 山田／IJri造
76 
CW:m .町fEJ,!r) （ φ ） 1986. 1. 18 「復興アジアの志士群像」送付と全生施追悼会内容の通知森原文雄 〈シ iドrr:n
77 山間)ijfi造 松村宏 1986. 9. IO 松村が純三日IIに会った時の話を書いてもらいたい （控？）
78 湯浅之夫 山田順造 1987. 4. 7 純三郎の思い出を話り山田兄弟の中国革命への貢献を称賛
79 
（東京・中野区） ｛事~馬区｜湖町）
1987. 4.12 
王府井への招待の礼状及びその場で借りた山田兄弟の事跡関係史
渡辺元 . 料への感想
80 
q渇と も ①湯浅之夫
1987. 4. ? ①上海同窓会の瞥簡等送付への礼状 （控）山田順造 ①長谷川伸一 ＠沼友39号江頭数馬の論1亘への感想、 意見
81 
（渇友会） （東京・練馬民｜則l!J)
1987. 8.26 
白岩部平（故人）所持の金問（東方斎、加藤高明ら）入手を伝え、純
大串俊雄 山田順造 三郎の中国問題意見書をコピーして送付
82 
｛日本断続KK) (,,) 
1987. 10. 8 見舞電話への礼状奥田勝 。
83 
（川崎市宮前i.,() ｛今）
1987. 12. 27 日経流通新聞記事02月 5日付、小坂哲郡対談）切抜送付土門義男 争
84 山田服造 土門義男 1988. 1. I No. 83への礼状、山田兄弟記念館設立計画や資料整理について（控？）
85 
（神奈川・三浦部） （練馬灰｜瑚町）
1988. 3. 19 
頭山満、山田純三郎関係史料送付への礼状、感想、頭山の対重鹿
頭山統一 山田！頓造 工作や当時の日本の和平工作への考察も記
86 山田順:ii'i 頭山純一 1988. 3.24 No. 85を読んで、これまでの自らの頭山満感の誤りに気っ・いた旨を伝えている （控η
87 
（東京・三晦iii) （糾馬区間町）
1989 いとこ会写真送付菊池昭一 山田順造
88 佃正道 。 「中華週報j パックナンバー送付と近況報告
89 相沢晃子 山田夫妻 5. 14 訪問、夕食招待への礼状
的 田中玲瑠 山田順造 12. 16 石射猪太郎著書の中の純三郎関係個所コピー送付
91 
（広島市中区） （山田順造？） 年賀状、前年の中国旅行を報告湯茂之夫
29 
30 
92 
（千葉 ・ 四街道，Ji) ｛東京・斜!Jlil&I湖町）
1983. 1. 1 年賀状志村宗光 山田l頓造
93 
(l’f森市） （ φ ） 
1984. 8.10 暑中見舞竹内芙蓉 ., 
94 
｛斜路区長）
1984. 9 故、正純への叙勲通知田畑健介 "' 
95 
OIOK · 世間谷区） ｛線脱区間町iti )
1984. 1.6 竹田と共に門田の見舞いに行ったことの通知幅舘卓哉 。
96 
Oil京・ rt•正食会館）
1984.11.13 中国国民党建党90周年パーティ招待状馬樹礼 4シ
97 
（東京・ litfO谷区） (*'II馬区関町） 1984. 1. 14 （封筒のみ）石田武男 φ i向印
98 
（東京 ・港区） （ φ ） 
1984. 11.16 「中華ー民国開国史実研討会」出席依頼状中山学会日本総会 。
99 
｛誕百＼ . I止 Ill谷区） （ φ ） 1984. 1. 16 多摩墓参写真送付、門田見舞い通知竹田秀太郎 "' 消印
100 
(fl巨本！＼l ·ι｜’ t~I研究所） （。）
1984. 1. 26 （封筒のみ）西本克三 "' 
101 
（.）！（京・ i止 IH谷区） （ φ ） 
1984. 1. 29 
純三日IIについてのことをj頗造に知らせた際、 お礼を贈られたこと
石田武男 "' への礼状及び潟友会の使命についての相談願
102 
｛｝巨f,t ・ 'ij[J巨関係協会） (@) 19剖. 12. 6 贈り物礼状馬樹礼 今
103 芙蓉 山田順造 5.28 近況報告
104 幅舘卓哉 01£届（ .糾馬区間o!f) 私事や門回入院について4シ
105 山田順造 田中玲磁 1986. I. 28 原子、佐藤慎一郎との史料のやりとりや、旧軍と東亜同文書院との関係についての所見 （控）
106 阿部弘 （山図版造？） 1988.7.11/14 外務省外交史科館やアメリカ議会図書館での史料収集について（複写申込、送付依頼状）
107 
（熊本・蒲池部） （鯨.IJ,\区｜湖町市）
1988. 7. 23 暑中見舞、近況報告蔵居良造 山田順造
108 相沢文蔵 。 7. 4 近況報告
Ui~市） （純．町民 l湖町） 1982. ①鳴海家との関係、大連時代のこと、純三郎の思い出など
109 竹内芙蓉 ,> ( 7.30 ( 7. 3例す夕刊掲載の長政に関する記事を送付( 8. 1 
110 
（大阪・吹問jff) （ φ ） 順造来板時の写真送付上野慎一 ’F 19但 8.28
111 
（庁森市） (l!li ！品J;(f瑚日rr訂） 19剖. 8.28 依頼された資料調査の報告、コピーの送付竹内伸太郎 今
112 杉本之男 ,. 1985. 8. 21 父親などの中国にいた頃の写真送付に対する礼状
(? 1987. ①簡保センターの通知：転送
113 ’, ( 4.11 ②村上武 @ 5.15 ②捕亜神社祭典出席に対する礼状、「回光」悶封 31 
32 
114 
（新東車交易総務部） 山田順造 4.22 iiiJ烏純夫入院の通知黒作家次
115 山回順造 厳居良造 8.1 霞山会による f続キ対支回顧録j 編纂の必要性を述べる
116 。 竹内伸太郎 8.30 制査結果のコピー送付に対する礼状
117 
山田忠 山田l版造
12. 2 純孝のハワイでの挙式の写其送付並びに近況報告イツ 悦子
118 
（台湾 目 新生雨時） 山田l順造 1959. 11. 9 娘が渡米途中に東京に寄るので、会ってくれるよう依頼隙恵夫 渚印
119 
( .il!Ji（ 目 杉並区） （東京・練馬区｜拘置r) 1960. 2. 6 台所模様替、物干場増設の見積書及び図面玉村工務店KK ,, 消印
120 杉山首E丸 山田純三郎遺飯 1960. 2.19 山田純三郎死去に対する弔文山田JIili造
（千鎗・市川市） （鋭馬区間liJ) . 
121 加藤謙一 山田／I頂造 1960.12.19 寄付及び日目物に対する礼状
122 
｛東京・ 新宿区｝ （ φ ） 
1961. 10. 20 「 日中関係史料展j への出品協力に対する礼状早紛回大学図魯館 4シ
123 
（神戸市 ・ w:穏IR) （今 j
1962. 2.18 純三郎三回忌に当たり、 冥福を祈っている己主E平二 "' 
124 
（判l翁川. t曲mtul, > （ φ ） 
1962.10.23 隙忠夫の誕生日調査の報告 － 意見志村光治 φ 
125 
｛神告111 ·償須賀市） （東京・純馬区間町）
1962. 12. 2 線恵、夫誕生日と母方一家の現状についての謁査の現況を報告志村光治 山田順造
126 
Oil京・中央区） （ φ ） 
1962 払込案内東京都商工信用金庫 イシ
127 
(7 メリカ） （千代川 Ix'. ・交通公社ピル｝ 1963.12.17 クリスマスカード兼年賀状陳沢祥 。 消印
128 
（青森山） （斜.l!)l>(I同日J)
1964 (?) 3.25 順造からの悔み、香料への礼状菊池節子 。
129 
（東京・世田谷Ix'.) （多）
1964.12.14 りんご送付に対する礼状徐逸掠 。
130 
（アメリカ） ｛千代1111,1新 Jl(cj主交易会判） 1964.12.20 年賀陳沢祥 イシ 消印
131 1964. 12 クリスマスカード兼年賀状
132 
（台t苛・台北） （千代1111,i:新東亜交易会社｝ 1965. 6. 2 娘とその子供が束京に行くので、宿泊等の手配を依頼している隙恵夫 山田！頃造 消印
133 
（』Ii ；；（・ H:J.1,0 (JI( ，；（・糾Nix同日n
1965. 6. 17 順造が三菱商事で台北関係の仕事をすることになったことを喜んE長季飛 。 でいる
134 
(JI( ；；（・大田 I,() （今）
1965. 6.19 ！順造の台北支社赴任に対するお祝い荘 寓 イシ
135 
（内向・台」じ） （千代Ill 区新東京ピル） 5. 8 （本文一部欠）W. F. Cher> 今 1肖印
33 
34 
136 
CW~· 以石市） (J!Uj（ ・ 糾l馬区｜刈田f)
字野たか 山田順造 12.28 近況報告
137 
(jf()l（・事~馬区｝ ｛東)l(夜、i!f箱22号） 1978. 11.9 
世界情勢研究会 ゐ 消印 「孫文先生生誕百十三年並びに 「孫文思想j 発刊記念祝賀御案内」
138 
（台湾. t:6雄市） ｛練馬区l明書Tl 1979. 10. 6 （金門島戦役大勝三十周年の）記念切手・封筒の案内間｛ 仏護 φ 消r,n
(lf(政 ー 渋谷区） 山図版造
139 若干君カントリ ー 1979. 1. 5 預り証券受取証（未使用）
倶楽部 山邸悦子
140 
（！止日j 谷区｜則Jl(r.f1＊病院） （制服区間町）
門田；耕成 山田！順造 1979. 1. 22 中国での逸話のメモ
14] 人事第二部 各｛立 1979. l. 26 「（新）健康保険被保険者証ご送付の件」厚生チーム
142 （在台湾） 山 ffi I眠造 1981.8月以降 Jllfi遊の訪問願いに対する了承の通知、台湾での飛行機事故にもふれる
143 陳仏護 山田順造 1981. 10.16 近況報告夫人
144 内廓敏夫 山図版造 11.13 同窓会の写真送付通知
145 
(lll:f；＼ ・ 杉並区）
明;f[I産業株式会社 営業案内
146 
()li:Jj（ ・ l止凶谷区） （晶UJ幅 I豆｜山町）
門田耕成 山田順造 1979.1.13 （封筒のみ）
147 
（台湾・高雄r!il （東京. ＊曜1馬区関宮n 1979. 12. 12 （封筒のみ. r印刷品」の印アリ）陳仏護 山田順造 消印
148 
（八王子市創価大学教M宿舎） ｛ φ ） 
1983‘ 10.18 帰国挨拶（復旦大学へ）、純三郊のことにもふれている徐祖現 ’, 
149 
01( i；（・杉並区） （ φ ） 19剖. 6. 6 県人会出席に対する礼状藤野格 4シ 当日の写真送付
150 
（崎五・ Ill 口 rli) （ φ ） 
1984. 6. ? 株式会社証券日刊新聞社封筒林俊夫 今
151 
（兵w ・西宮市） ｛斜.u.;1x.1同町市）
1984. 7. 2 「渇居学校」封街？佐藤泰司 。
152 
（台湾・嘉義県） （練馬区間町） 19剖. 12.21 （未開封）陳福箆・林寿梅 山田順造．夫人 消印
153 1985. 4. 6 新聞切抜（新湖名不明）「福田幸弘の月昭直言 海軍乙事件（続）」
154 
（収京・品川区） （練馬区間町） 1985. 8. 2 「返済」と記（封絡のみ）頭山興助 山田j順造 消印
155 
（胤』，；，： .港区） （令） 1985. 8. 9 （封筒のみ）中山学会日本総会 , 消印
156 1985. 10. 22 
新聞切抜（サンケイ新聞コラム）
「サンケイ抄」蒋介石について
157 
（埼玉· Ill口市） （練馬区間町市）
1986. 1. 6 （封筒のみ）林俊夫 山田順造
35 
JG 
158 
010；（・新宿区） (Jlij;（ ・ 線路l互l則目rrm 1986. L 18 （封筒のみ）大府俊雄 山田l頓造 消印
159 
（東京 ・ 武蔵野市） ｛糾i,!目区間町）
1986. 2. 4 （封筒のみ）馬i刻誠阿l , 
160 
（世f軍事弘前市） （糾!.Ut区間町市） 1986. 2.17 差出人の上に「手塚家要ーの姉の子明方地まつJ とあり（封筒のみ）相沢文蔵 ク i向 J：ロ
161 
社団法人沼友会 , 1986. 2 年会費と干寄付金について会長大石明信
162 
(/Ii崎市宮前区） （料！！島区間目fjti) 1986. . 24 （封筒のみ）土門義男 。 i向印
163 桑ill美津子 。 2.21 （封筒のみ）
164 
（台北iii光復再I尚） （糾,1.f,＼区！畑町） 1986. 1.5 （封筒のみ）? 。 fl与印
165 久保田文次 山田 1991. 7.15 近況報告とテレビ特別番組の感想
166 結束博治 山田JOii造 1989以降7.10 山田兄弟伝出版について
167 新ll!l切抜（新聞名不明）「園芸相談シャコパサボテンを元気にJ
168 
（台湾 ・ 泌総市） （料！，U-\IK I湖町｝ （封筒のみ ・ ;11手、 消印部分切取）QI! 燐婿 山田l頓造 ・ 夫人
169 同文書院同窓会名簿？コピー
170 
（』！ff，（.附，，市） ｛』1-o;c ・線.I馬区関目T)
1978. 7. 3 履歴書送付への返書：山田忠 山田順造
171 
（価問・＂＇際文化鍋祉協会） （。）
1978. 1. 23 近況報告杉山飽丸 ,. 
172 
（東京・千代田区） （今）
1979. 8. 29 社史編纂資料寄贈願い新東亜交易KK ’, 
173 
(I奇玉. JII 口市） （今）
1980. 6.14 著作出版に関し、山田忠から来た許可の手紙を順造に転送林俊夫 。
174 
（長崎市） （。）
1981. 8. 5 暑中見舞、近況報告間元章 ,. 
175 
01o;c ·品川区） （会）
1981. 10 辛亥革命70周年記念会招待状世界情勢研究会 今
176 
（崎正・ HI口市） （練馬区間町南）
1985. 7.30 近況報告林俊夫 ,. 
177 
（東京・口県1医） （練局 I＞（関目T)
1986. 3.18 西からの礼状をコピーして転送中村上次 ,. 
178 
｛福岡 ·k甲府市） ｛純.Uil耳 l湖町南） 1986. 3. 父（砲丸）への見舞に対する礼状杉山満丸 今 消印
179 
（茨減・新治郡） （線路l;(I削an
1986. 6.27 
相沢関係資料送付干し状及ぴ自らの著作中の誤記に対するわび状、
金井恵子 今 写真向封
37 
38 
180 
｛長崎市） （東京・練馬区間町南）
1988. 9.3 疑暑見舞、近況報告間元主主 山田順造
181 
（背If. .弘前市） （多）
1990. 5.18 l服造及び山田家への激励 ・忠告 ・ 意見相沢文蔵 今
182 
（東京 ・武波野iii) （今） 19叩. 11.19 陳（沢禎？）紹介等への礼状中村佐和 φ 
183 
(t，市玉 ・ llH公山iii) （ 今 ）
1990. 12. 21 隙沢禎著作刊行や、自らの研究計商を述べている保阪正康 , 
184 
｛大阪・浪速区） （ φ ） 
7.14 般の就臓？への協力依頼ltll 潔中 ,. 
185 張詳、何応欽の純三郎ら招待の際の名簿、良政詩？（名車1]9人分）
186 純三郎訪台、総統就任式参列の際の招待関係資料
187 
Oil京 ・ 杉並区） （斜.!!S区間町） 1958. 12. 22 年賀断り状松本清 山田／I頂造 消印
188 
｛』llJjl；.中央区） （ φ ） 
1958. 12. お 品物発送通知山本海苔店 。
189 
（長崎市） （ φ ） /I頂円マJ 1958. 12. 23 年賀断り状関根まち 山田 三
190 
（東京・新宿区｝ （ φ ） 
1959. l. 1 長崎直忠 山田順造 4シ
191 
（』』t京・杉並区） （東京・斜馬区間町） 1959. 1. 6 年賀街り状神作喜夫 山田順造 消印
（東京・中央区） （。）
192 ゼネラルテレビ 1959. 1. 8 テレビ局噌加によるアンテナ改造案内
サービス "' 
193 
（ φ ｝ （多）
1959. 1 株式事務取扱開始の通知野村証券KK "' 
194 
Oil京・千代田区） （ φ ） 
1959. 3.30 転居通知稲脇修一郎 "' 
195 
（千葉・市川市） ｛。）
1960. 6.27 見舞礼状加藤謙一 "' 
196 
（神奈川・藤沢市） （。）
1961. 12.11 歳暮礼状、近況報告林守之 イシ
197 
（』1£点・文京区） （ φ ） 
1961.12.11 歳暮礼状高垣勝次郎 ク
198 
（東京・中野区） （今） 1961. 12. 22 
寛 操 消印 "' イシ
199 
( 1'集. .ft孫f町） （タ）
1963. 9. 14 )Jl!(造の勤務先を訪問の際、不在だった注目勝枝 "' 
200 
（ φ ） （今）
1963?12.15 礼状
"' ,. 〆
201 
(J母：I<. 熊谷市） （東京・新以亜交易KK) ゆ臼. 4. 6 礼状小林千代 今
39 
40 
202 
（石川｜・ 金沢市） (JR京 ・ 線的区｜湖町）
1964. 7.17 4豊中見舞主韓国際校 山図版進
203 忠正 （ φ ） 1964. 7. 26 北海道滞在の近況報告。 消印
204 
（石川 ・金沢市） （ φ ） 
1964. 8. 5 近況報告illt回静枝 . 
205 悦子 (.) 1964. 1. 6 （九州を旅行中）. 
206 原語長四郎 OluR· 三J!商事KK) 1965. 8. 8 （台北到着直後）,. 
207 杉山飽丸 （線路区関町） 1965. 8.12 暑中見舞、,. j肖印 ユネスコ協会より中国革命の資料を求められたとある
208 江草良之 ｛。）φ 1978.1.24 「務総会j 開催通知
209 
｛千3店・市川jli) ｛。）
1978. 12 年賀断り状菊池右享 φ 
210 
（大阪・ 4文方市］ ｛ φ ｝ 177』 1981. 8. 30 転居通知市川博 山田順三 消印
211 
（班点 ・ 多摩市｝ （ φ ） 1981. 12. 7 王手賀断り状村岡正三 山田順造 i向印
212 林俊夫 ( . ) 1982. 9.9 資料（コピー）送付礼状, i向印
213 
（束尽・多摩市｝ （東京・練馬区間町）
村岡正三 山田順造 1982.12.11 歳暮送付礼状
214 
（千束. iii川市｝
伊藤利綾 1983. 2.24 転居通知
215 
（広島市西区） （斜1品 11(問可） 1983. 9. 2 
山根良男 山田服造 消印 「俣野先生j より純三部のことをうかがったとのこと
216 
（東京・世HI谷区） (.) 
幅舘卓哉 "' 1983. 1. 4 近況報告
217 
（背森・八戸市） （今）
辻舜一 "' 
1983.11.21 葬儀礼状
218 
（ ~Ji',·\U:111谷Iわ （。）
北村和枝 。 1983. 12. 9 歳暮送付、墓参礼状
219 
（札幌市北[K) （ φ ｝ 1983. 12. 10 
市江アヤコ 。 消印 年賀断り状
220 
（東京・千代凹区｝ （今）
（財）霞山会 。 1983.12.13 新年交歓会案内状
221 
(I奇王・」ヒ-IS飾郡｝ （ φ ） 1983.12.14 
山田修一 。 消印 （喪中につき）年賀断り状
222 
（白’a ・弘fliJjfi) （。） 1983.12.15 
秋元締雲 。 消印 歳暮礼状と阿部の近況について
223 
（神奈川・茅ケ崎市） （ φ ） 
横須賀敏夫 ,, 1983.12.19 歳暮送付礼状
41 
42 
224 
(W森 ・弘前市） （束）；（ ・ 鰍瓜区｜湖町）
1983. 12.19 歳暮礼状人木橋武実 山図版造
225 
（神様川 ・ 茅ケ崎市） （ φ ） 
1984. 2.17 山田良政碑に関する宮崎泊天の文章を治天全集で見つけた回中玲職 "' 
226 
（中関 ・北京市） （ φ ） 1984. 3. 1 北京赴任挨拶状森聞賞 φ 消印
227 
（東京 ・ 滑布市｝ （ 。 ）
1984. 3. お 同窓会？提案状藤岡 ~ , 
228 
OIOl ·調布市） （。） 1984. 4. 5 退職に際しての礼状木村隆吉 4> 消印
229 
（千業 ・ 市原市） （今） 病気見舞礼状黒江道夫 , 1984. 4. 20 
230 （財H置山会 （糾!.l時l玄関町市） 1985. 6. 26 「定例午餐会のご案内」" 
231 
(JI(玖・台東区） （。） 1985. 7. 29 暑中見舞結城四郎 。 消印
232 
(}l(jj（•千代悶区） ｛鰍馬区l湖町） 1985. 7.30 
反田邦治 消印 4シク
233 
（東京・ ニ千代田区） （総馬区間ifffj)
1985. 8. 14 「定例午餐会のご案内」（財）彼山会 。
234 
（千身障・寂孫子市） （今）
1985. 8. 17 （阿文書院の？）写真．送付礼状田中道子 φ 
（東京・締島区｝ （東京・練馬区関町｝ 1985. 9. 6 f実生会九月例会通知」お5 成塚ー二 山田順造 消印
（名古屋市東区｝ （練馬区間町陶｝
1985. 9. ? 名古屋赴任挨拶状236 石塚守男 . 
（神崇JII ·相僕原iii) ｛練馬区間町｝ 1985.10.28 墓参り欠席願お7 訟図鑑＝？ φ 消印
（東京・三鷹市｝ （練馬区隣町南｝
1986. 2.10 転居通知238 林 茂 今
（青磁・弘前市｝ （ φ ） 
1986. 3. 5 資料（回想録・親族一覧）送付の礼状239 相沢文蔵 . 
（斑京・多摩市｝ （ φ ｝ 1986. 3.17 訪問跨行（行先不明記）に対する断り状240 村岡正三 , 消印
（舗浜市鶴子区｝ (.) 1986. 8. 4 暑中見舞、転居通知241 中沢延子 , I蕗印
（横浜市港北区｝ (.) 1987. 7. 6 
今242 樟守和信 山田j闘造・悦子 消印
（東京・台東区｝ （今｝ 1987. 8. 4 
’, 243 結域四郎 山図版造 消印
(JI(京・港区｝ （鎌.！時区l則町｝ 1988.12.13 店員募礼状244 高垣満寿子 。 消印
(JI(京・品川区｝ ｛ φ ） 
1990. 2. 9 依頼の件報告245 鈴木健太郎 , 
43 
制246 
（背森・弘前市） （東京，糾u品区l湖町市）
1990.12.17 歳暮礼状相沢文蔵 山田j頓造
247 
（熊本・菊池郡） （ φ ） 
1990.12.18 近況報告蔵居良造 , 
248 
（千葉市） t 叶
8. 3 要請されたことへの返事岩田冷鉄 。
249 
（熊本・弾J池j出） （ル）
10.10 純三郎記念館役立について、思い出を述べている西本克三 , 
250 山田順造 大i事・前回 ・藤岡他 1985. 8. 7 文章「終戦40年を迎えるにあたり j を諸先鋭に送付剖ll名
251 
①藤野裕 COO)とも ( 86. 12. 5 ①県人会出席干し状及び日向淡八郎宅訪問時のこと
①長谷川伸一 山田順造 ( 87. 1 ＠パイユ・モスク復興賛助金願い
252 山田j順造 久保田文次 1988. 12. 7 史料送付礼状（後半欠）
253 . 内海清次郎 1989. 2.5 純三郎に関する質問への返~
254 ., 各編纂委員 1989. 2. 16 大正期の純三郎の広東での行動
255 ,. （法flt文化社編集部） 1989. 5. 13 「孫文「大アジア主義」講i貨資料集j 中の誤りの指摘田焼純子
256 4』 土門義男 1989. 6.22 近況報告
お7 山図版造 保野仁一 1989. 6.22 近況報告
258 今
波多野善大
1989. 7. 27 東洋文庫紹介の礼状及び研究の現況報告本庄比依子
259 。 編纂委員 1989. 9.27 祖先調べの理由や現在の心境
260 今 。 1989.10.27 10月編纂委員会の内容報告
261 ぞシ 栗田尚弥 1989. 1. I 祖先関係の補足説明及び近況報告
262 ，〆. （編纂委員） 1989. 1. 7 「孫文と横浜J 展報告
263 4シ 編纂委員 1989. 1. 27 11 月編纂委員会の内容報告
264 今
桑山美津子
竹内芙蓉 1989.11.27 「孫文と横浜J 展報告
265 ’, 大串俊雄 1989. 1. 29 書院22期生大旅行誌中のコピー送付礼状、当時の純三郎に関するエピソードを紹介
266 , 佐藤償一郎 1989. 12. 9 講義関連史料送付額への承諾状
267 。
佐藤慎一郎
1989. 12. 10 コピー数件を送付、阿部の山本条太郎伝送付への礼状阿部弘
45 
46 
268 山田j頓造 佐藤慎一郎 '89. 12. 14 コピー数件を送付'90. 1. 1 
269 "' 編纂委員 1990. l. 2 
良政のことについて期限までに書けなかったことへのわび状及び
孫文記念館について（手抄き地図付）
中村義
270 今 （写相沢文磁 19叩. 1. 8 伝記編纂や「孫文と横浜J 展へのお礼が遅れたことへのわび状
細郷効：市）
271 "' 
池田一雄
1990. l.12 金子克己関巡写真コピー送付通知及び同氏との思い出等（写金子文麿）
272 土門義男 山回j順造 1990. 4.30 近況報告及び写亥ー返還通知
273 
CD®とも ①縦居良造
1988. 4.16 CD®とも蔵型3 ・ 資料リストアップを早急に行なう旨通知山回順造 ②鈴木隆康
274 山田j頓造 鈴木隆康 1988. 4.16 No. 273 ②に同じ
275 ( ill 回l順造） 伝記執筆の経過
276 今 純三郎、蒋介石、丁仁傑の満州での動き (1914. 7～9月 ）
277 4シ 資料の出品や各氏の動向（響きかけ）
278 "' 資料集編纂の手/ijl{ （書き かけ）
279 （山田順迭） 履歴書（書きかけ）
280 
1992. 1.15 「夕刊フジj 切抜（保阪正康氏記事〉コピーi-t 
281 
（亜東関係協会駐日代表） ｛東京・蹴－~阪閃町）
1979. 12. 25 年賀状馬樹礼 山田順造
282 
｛台北・懐寧街） ｛今）
1981. 1. 30 大生行股扮有限公司 .. 
283 陳聴規・葉淑奇 （ φ ） 1981.11.30 。. 
284 
（台北） （ φ ） 
1981. 12. 1 張超伯・萎蓉淑 ’b . 
285 
（台北・信義路） （ φ ｝ 
1981. 12. 15 陳 良 4砂. 
沼6 （台湾・箇粟飢）
｛ φ ｝ 
1981. 12.10 徐湖母 。. 
287 
（台北・飽江崎） （。）
1981. 12. 1 洪仏影 . . 
288 
｛合ヰt. 仁愛路｝ （争）
1981. 12. 16 羅克典・何励予 .. 
289 
（永発馴企業股扮有限公司｝ （ φ ） 
1981. 12. 16 i&1: 石虎
, , 
47 
48 
290 
（台湾 目 笥梨鎖） 0101( · 練馬区l湖町）
1981. 12. 20 年賀状山田順造
291 
（東京 ・ 品川区） （今）
1981. 12. 23 陳沢禎 ・ 部融緩 <, 。
292 
（台：｜ヒ・民生束尚） ｛什
1981. 12 隙国雄・際貿貞 。。
293 蒋純国 ・丘如雪 ｛今） 1983.12.14 今。
294 
（台北l/i,閲文化大学） （ φ ） 
1989.12. 6 宋越倫 4 。
295 馬樹礼・呉為Jtt; (&) 1989. 12.9 。,. 
296 
（台北・ 三lfntn （。）
1989. 12.1 林 定 。。
297 
(t.'iMl:rl，・ 中正四時） ｛ φ ） 
底仰。＊ ·唐事協宏 ~ φ 
298 隙仏護 ・ 王玉鳳 （ φ ｝ 名目，, 
299 蒋経国・ 1事方良 （ φ ） φ 4シ
(2）資料ファイル
1. 前回の資料ファイルにおいて、 1 “ファイルの分類とタイトルの有無”のなかで、ファイルA ”山田氏がタイトルをつけ
たファイル”の仮番号の中にNo. 309を加える。同じくファイル日こNo. 127を加える。
2. タイトルのみあって、中身の無いファイル42点を一括してファイルHとし、今後の整理の際に利用する。なお、通し番号
は前回に続けてNo. 601 よりはじめる。
3. 資料ファイルA、 Eに各1 タイトルを追加し、該当番号に・を付した。
4. 山田純三郎年譜は資料ファイルF-88として山包順造が執筆したものである。若干手を加えて発表した。※は原注。
新規資料ファイル
分 類 形 式 総数 山田氏がタイトルをつけたファイル｜タイトルをつけていないファイルのの仮番号 l 仮番号
ファイ JレH ノートファイル 42 H 1~ 42 
ファイルH
通し番号 タ イ ト Jv 名 ファイルのタイプ 仮番号
［あ］
601 亜細亜復興会（孫先生直筆） A H-5 
［ぃ1
602 犬養設や頭山満は孫文らの中国革命を助けたか A H-18 
［お］
603 岡村～何応欽会談（戦後） A H-10 
49 
［か］ so 
604 家系探査の旅 A H-7 
［け］
605 ~州起義 D H-30 
［こ l
606 近衛日記 A H-25 
I さ］
607 雑誌上海 A H-19 
608 佐藤慎一郎 S62. 5 締i寅原稿 A H-15 
［し］
609 実物 E H-42 
610 「支那J 昭和十年 D H-32 
611 「支那J 大事記大正五年 D H-31 
［そ］
612 祖先関係（山田姓について） A 日－ 22
613 祖先雑 E 日－ 40
614 孫文先生夫妥故居 A H-14 
［た］
615 対支回顧録綴り E H-37 
616 大正前半コピー等資料 A H-1 
617 大正年間広東時代 E H-39 
［ち］
618 中華週報 A H-12 
619 中国関係小伝綴り A H-6 
620 張学良辛研 H3. l. 16 A H-2 
621 練英美先生 A H-21 
【つ］
622 津軽務関係資料津軽の武士道 E H 35 
623 i掌軽自革関係八木橋武実様山田浩滋横山家後藤家 E H-36 
624 津軽海旧伝記類 E H-41 
625 津軽藩 E H-38 
［と］
626 東京日日新聞 明治三十一年八月～十一月 D H-34 
！な］
627 南京政府の正体 山田純三郎 八 H-16 
【ひl
628 弘前稽 山国家代＃居住図面 A H-4 
［ふ］
629 藤井昇三先生より A H 13 
［ほ］
日0 戊成政変後の山田良政の心情をf意う A H-17 
［み］
631 宮崎活天兄弟（祖国） A H-9 
［め1
632 明治ニュース辞典 明治31年～明治35年 D H-33 
［ゃ］
633 山田・菊池動静 A H-I 
634 山田兄弟伝記編纂委員会 A H-20 
635 山国家記念館計画資料 A H-23 
636 山田純三郎（四） B H 26 
637 山田純三郎（四） B H-29 
638 山田純三郎（五） B H-27 51 
639 山田純三郎（五） B H-28 52 
［ よ ｝
制O 要コ ピー A H-3 
641 検山家（青森県立郷土館） A 日－ 8 
［ り ］
642 良政関係 A H-24 
資料ファイル追補分
ファイルA
[Ii] 
228・ ｜ 盆栽同好会勉強資料 r-0-1 A-309 
フ ァ イルE
577' 屋 II-B-1 E-127 
山田純三郎年譜
西 暦 日本年号 中国年号 月 日 事 項
1876年 明治 9 年 光緒 2 年 5 月 18 日 （山田家の三男として出生）
父山悶浩蔵、母きせ
原籍地背森県弘前市蔵主田Tl 4番地
出生1也 管森県弘前市在府町
l総8年？ 明治21年 光緒14年 草月陽小学校卒業
? 明治？年 ? 東奥義塾中等部入学
1896年 明治29年 光緒22年 東奥義豊島中等部卒業
* 札幌農学校入試失敗
* 機関車掃除夫となる（北海道）
* 東京に出る（東海勇蔵？氏の激励のt\t状が上京をうながす）
1899年 明治32年 光緒25年 夏 見良政と孫文i主神医三崎町の仮震にて会見、純三郎 盗み見る
8 月 9 日 東亜同文会留学生として｛南京同文書院｝上海に渡る ※要調査 ※井出三郎氏に閲
巡あり
現軽減内復成倉の忽j公館に努める佐々木四方志宅に収容、中国詩の研修
l獄：＞（）：年 明治33年 光緒26年 1 月 南京に移る
春 上海旭館にて良政に紹介されて孫文と会う
5 月 開校式 ※北極限下の支部寺院妙相港を借用開校？
7 月 上海に移る
※『対支図版録下巻」佐々木春尾女史 974頁～976頁
1901年 明治34年 光緒27年 4 月 上海東亜同文書院事務長兼勤教授を委寝せらる
1904年 明治37年 光緒30年 5 月 16臼 陸軍通訳第九師団鮒を命ぜらる｛高等宮七等待遇月俸七拾園）
1905年 明治38年 光緒31年 7 月27日 R俸七捨五園を給せらる
10JH28 関東州民政署より満州各地へ出張を命ぜらる、荷量幸に満州事l源調査委員附を命ぜらる
1906年 明治39年 光緒32年 1 月 12 日 満州事j源調査委員耐を免ぜらる
1 JJ22日 讃破丸にて第九師団司令部と共に神戸に凱旋する
4 月 明治37年臓役の功に依り勲六等単光旭B章？及び金参百五拾困を賜る。同等に27、
8年戦役従軍紀章授与せらる
1907年 明治40年 光緒33年 1 J: 上海東亜同文書院教授を委嘱される
4 J: 上海東亜同文書院教授を辞す（南満州鉄道株式会社入社のため）
5 J: 南満州鉄道株式会社に入社、総設秘書
同社地震隷勤務（課長木戸孝太郎氏）
ωω年 明治42年 宣統 1 年 2 月 同社奉天砿業諜出猿所長に任ぜらる
1910年 明治43年 宣続 2年 5 月 河社上海出張員となる ※革命当初の経緯「対支図廠録」 1270頁、藤編政治郎
191 1年 明治44年 宣統3 年 12月 宮崎沼天と孫文を迎えるべく上海より香港に行〈
12月 21 日 孫文と香港より同船
12月 25日 孫文と上海に帰る
1913年 大正 2 年 民国 2 年 ※大遮「東亜先覚志士ra伝？ J 位。頁～23頁
1915年 大正 4 年 民国 4 年 9 月 民国日報（漢字新聞）を組織し社長となる
11 月 大礼紀念章を授与せらる
※上海機器局砲撃 f来亙先覚宏、土記伝」 598～611頁
惑和、広瑞二億奪取計画？
12月 5 日
53 
1916年 大正 5 年 民国 5 年 5 月 18 日 隊其美表世凱の刺客に鍍われ、フランス租界山田純三郎邸にて暗殺され、長女民 54 
子は、このため生涯の不具となる
6 月 湖南の鉱山調査に向う
※「藤瀬政五郎伝J 1275頁
7 月 南満州鉄道株式会社を辞す
11月 30 日 湖南と広州の境、？州で貧興の病死の悲報を受ける
1918年 大正 7 年 民国 7 年 ※大正七年住所上海法界環総路四号
※広東省茂名県オイルセール開発に奔走する
1923年 大正12年 民団12年 11 月 孫文より犬養先番携行する？
1925年 大正14年 民国14年 3 月 12 日 ※孫文死す
5 月 広東日報社長となる（在広東日文新聞）
8 月 広東に於ける水兵事件処理に尽力する？
大正十凶年以降外務省より月手当支給さる
192Mfo 大正15年 民団15年 9 月 民団日報社長を辞す
昭和 1 年
1927年 昭和 2年 民国 16年 3 月 広東日報社長を辞す
満州鉄道株式会社上海事務所嘱託となる
7 月 上海毎日新聞社長となる
1928年 昭和 3 年 民国17年 11 月 16 日 大礼紀念君主を授与さる
1929年 昭和 4!Jo 民国18年 4 月 上海毎日新聞社長を辞す
9 月 昭和二、 三年支那騒乱事件、 昭和三年支那事変に関し勤労不勘にて？海f巨大臣杯
（銀将；）ー，包を目11与さる
1930年 昭和 5 年 民国19年 6 月 江南娩報都合により停刊する
10月 純三郎北京（写真により）
1931年 昭和 6 年 民国20年 6 月 20 日 国民政府外交部廠問（外交部長隊友仁？）広東
6 月 24 日 国民政府顧問
1932年 昭和 7~ 民団21年 4 月 江南晩報を江南正報と改題、再利、社長となる
1933年 昭和 8 年 民団22年 4 月 30 日 停刊
9 月 1 日 再刊
1935年 昭和10年 民団24年 6 月 江南正報廃刊する
南満州鉄道株式会社総裁室嘱託となる
7 月 上海駐在海1JI武官室より月手当支給さる
1936年 昭和11年 民国25年 4 月 上海日語専修学校校長となる（北四Ill路）
4 月 雑誌「上海j の上海雑誌社社長となる
昭和六年及同九年事変に於ける功に依り、銀杯壱倒？贈られ、並ぴに従軍記念尊重
令？の旨に依り従軍記章を授与せらる
1937年 昭和12年 民国26年 8 月 上海駐在海軍武官室月手当を辞す
1938年 昭和 13年 民国27年 大岡市政府？関連陸軍による王子恵？擁立に。。コノミ某？（後の東京温泉社長）拳
銃によるおどしにも拘らず自説曲げず
9 月 土肥原機関嘱託となる
1939年 昭和14年 民団28年 12月 土肥原機関解紋と同時に辞す
1940年 昭和15年 民国29年 4 月 3 日 近衛公に講ずる進言
※近衛公に講ずる進言草稿全面和平之私見
11 月 紀元二千六百年紀年祝典lこ海外功労者として菊地箆吉氏、福田（居留民）？と共に参
列する
二子六百年祝典紀念章綬与さる
1943年 昭和18年 民国32年 IO月 支部事変の功に依り木杯？一組下賜せられ同時に従軍紀念章授与さる
1944年 昭和19年 民国33年 2 月 1 1 日 大陸新聞社より大陸貨を贈らる
3 月 6 日 上海日本語専門学校長を命ぜらる（日本大使館）
3 月 8 日 在華谷特命全権大使より在牽優良邦人として表彰状を授与さる
3 月 8 日 国民政府より嘉許状並びに銀五拾万元授与さる
［自前清光緒三十二年来撃追随国父尽庫中国革命運動販功甚je〕
IO月 上海臼語専修学校と上海日本語専門学校を合併し、上海大東学院と改組、その院長
を命ぜらる
12月 雑誌「上海」を雑誌「大陸j と合併しその顧問となる
1946年 昭和21年 民国35年 8 月 残留日僑互助会会長となる
1948年 昭和23年 民国37年 12月 7 日 上海引き揚げと同特に会長を辞任する
1960年＊ 昭和35年 2 月 18 日 （東京の自宅で死去〉
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